
２ 教科に関する調査結果 (1) 国語

小学校

国語の調査結果について、正答数の層分布と設問別の分析に基づく成果と課題を示しています。正答数の層分布からは、小・中学校ともに全国的
なばらつきの傾向と大きな差は見られず、また、Ｄ層（正答数の少ない層）の割合は、全国の結果と比較して大きな差は見られていません。

設問別の分析に基づく成果と課題は、具体の問題を基に、「解答の分析」や「授業改善のポイント」を、P７～P10に示しています。

正答数の層分布 正答数の層分布

中学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道

（公立）

全 国

（公立）

0～6問 7～9問 10～11問 12～14問

層 Ｄ層 Ｃ層 Ｂ層 Ａ層

正答数 0～6問 7～9問 10～11問 12～14問

北海道
（公立）

19.4 29.9 25.7 25.0

全 国
（公立）

17.8 28.6 26.0 27.6

成果と課題

【成果】 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要
な情報を見付けることに成果が見られます。

（詳細はＰ７）

【課題】 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするな
ど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること
に課題が見られます。

（詳細はＰ８）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道

（公立）

全 国

（公立）

0～5問 6～7問 8～9問 10～14問

層 Ｄ層 Ｃ層 Ｂ層 Ａ層

正答数 0～5問 6～7問 8～9問 10～14問

北海道
（公立）

23.1 24.4 27.3 25.2

全 国
（公立）

22.4 24.2 27.5 25.9

成果と課題

【成果】 資料や機器を用いた話し方の工夫を捉えることに成果が
見られます。

（詳細はＰ９）

【課題】 読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを
確かめて、文章を整えることに課題が見られます。

（詳細はＰ10）

※各層は、児童生徒を正答数の大きい順に並べ、人数割合により約25％刻みで四つに分けています。 ※各層は、児童生徒を正答数の大きい順に並べ、人数割合により約25％刻みで四つに分けています。
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○ 複数の資料を結び付けて読む学習活動を設定し、それぞれの資料がどのような関係に
あるのかを考えながら読むことが大切です。

○ 語句や情報を丸や四角で囲んだり、線でつないだりするなどして、どの部分と結び付くの
かを視覚的に明らかにしながら読む指導を行うことが効果的です。

結果のポイント

２ 教科に関する調査結果 (1) 国語 ①小学校国語

【資料１】を読み返して言葉の変化について自分が納得したことを、【資料２】、【資料３】、【資料４】に書かれて
いることを理由にしてまとめて書く。

条件① 納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げて書くこと。
条件② 納得した理由を【資料２】、【資料３】、【資料４】の中から選び、言葉や文を取り上げて書くこと。

具体的な設問例
大問３三（2）

解答類型 北海道 全国 差 正答

条件①、②を満たしているもののうち、条件②については、ａを書いてい
るもの。

37.8 36.2 +1.6 ◎

条件①、②を満たしているもののうち、条件②については、ｂを書いてい
るもの。

9.3 10.1 -0.8 ◎

条件①、②を満たしているもののうち、条件②については、ｃを書いてい
るもの。

8.7 10.0 -1.3 ◎

条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもの。 10.7 9.9 +0.8

無解答 16.1 16.2 -0.1

① 言葉の変化について納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げて書いている。
② 納得した理由を【資料２】、【資料３】、【資料４】の中から選び、以下のように言葉や文を取り上げて書いている。

ａ 【資料２】、【資料３】のいずれかから言葉や文を取り上げて理由を書いている。
ｂ 【資料４】から言葉や文を取り上げて理由を書いている。
ｃ 【資料２】、【資料３】、【資料４】のうち複数の資料から言葉や文を取り上げて理由を書いている。

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに成果が見られます。

解答の分析

授業改善のポイント

問題

関連する過去の問題 令和５年度２二

令和５年度（全国比） 令和７年度（全国比）

-1.1 -0.5

令和５年度の同じ出題趣旨の
問題と比較し、全国の平均正答
率との差が0.6ポイント縮まるな
ど、改善の傾向が見られる。
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○ 書く目的や意図を明確にした上で、詳しく書く必要のある場合や簡単に書
いた方が効果的である場合などを判断しながら書き表し方を工夫することが
大切です。

○ どこを詳しくすればよいかをアドバイスし合う場面を設定し、詳しくする方
法を知ることができるように友達同士で書いた文章を見せ合い、話し合うこ
とが効果的です。

結果のポイント

【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこと】を基に詳しく書く。
条件① 【ちらし】の二重傍線部を書き直し、詳しくすること。
条件② 〈本を読んで分かったこと〉と〈使ってみて分かったこと〉の言葉や文を取り上げて書くこと。
条件③ 60字以上、100字以内にまとめて書くこと。

具体的な設問例
大問２三

解答類型 北海道 全国 差 正答

１ 条件①、②ａ、ｂの両方、③を満たしているもの。 60.4 61.3 -0.9 ◎

２
条件①、②ａは満たしているが、条件②ｂは満た

していないもの。
9.0 8.7 +0.3

３
条件①、②ｂは満たしているが、条件②ａは満た

していないもの。
12.2 12.7 -0.5

４
条件①は満たしているが、条件②ａ、ｂは共に満

たしていないもの。
8.5 7.9 +0.6

５ 無解答 5.4 5.0 +0.4

① 【ちらし】の二重傍線部を書き直し、詳しくしている。
② 【調べたこと】のうち、以下のことから言葉や文を取り上げて書いている。

ａ 〈本を読んで分かったこと〉 ｂ 〈使ってみて分かったこと〉
③ 60字以上、100字以内で書いている。

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫
することに課題が見られます。

２ 教科に関する調査結果 (1) 国語 ①小学校国語

解答の分析

授業改善のポイント

問題

解答類型４では、詳しく書くという意識はあるものの、【調べ
たこと】から情報を取り上げずに自分の考えや経験を書い
た児童がいたと考えられる。
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29.2 

17.1 

29.2 

22.2 

23.5 

27.1 

11.8 

18.8 

6.2 

14.7 

R7

北海道

R7

全国
1．ほぼ毎日 2．週３回以上 3．週１回以上 4．月１回以上 5．月１回未満

○ 伝えたい内容を適切に伝えるためには、どのような資料や機器を、
どのように用いればよいのかを考えることができるよう指導することが
大切です。

○ 話の内容、目的や状況、相手に応じて様々な資料や機器を用いた
話し方があることを理解した上で、その話し方が聞き手にとってどのよ
うな効果があるのかについて考えることが大切です。

結果のポイント

スライドを使ってどのように話しているのかを説明したものとして適切なものを選択する。
具体的な設問例

大問２一

解答類型 北海道 全国 差 正答

１と解答しているもの。 35.2 38.1 -2.9

２と解答しているもの。 41.2 38.1 +3.1 ◎

３と解答しているもの。 18.3 18.2 +0.1

４と解答しているもの。 5.0 5.2 -0.2

資料や機器を用いた話し方の工夫を捉えることに成果が見られます。

「話すこと・聞くこと」の領域の平均正答率の差（全国比）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

-0.4 -0.4 -0.3 +0.6

「調査対象学年の生徒同士がやりとりする場面では、生徒一人一人に配備
されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか」

令和７年度の「話すこと・聞くこと」の領域の平均正答率は、令和４年
度、令和５年度及び令和６年度と比較して高い状況が見られる。

解答の分析

授業改善のポイント

問題

領域別の平均正答率の状況

学校質問調査の状況

２ 教科に関する調査結果 (1) 国語 ②中学校国語

生徒同士がやりとりする場面で、ICT機器をほぼ毎日使用させた学校の割合
は、全国と比べて、12.1ポイント高かった。
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○ 書いた文章を推敲する際には、伝えようとすることが伝わるように、読
み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を
整えることができるように指導することが大切です。

○ １人１台端末を活用して文章を書くときには、自分の学習の状況を振り
返ることができるように、コメント機能などを利用して、訂正した理由を挙
げたり、整えた箇所を消さずに残したりするなどの工夫が考えられます。

結果のポイント

手紙の下書きを見直し、修正した方がよい部分を見付けて修正し、修正した方がよいと考えた理由を書く。
条件① 削除したり書き直したりしたい部分を一つ決めて、適切に修正すること。
条件② 修正した方がよいと考えた理由を、誤りなく具体的に書くこと。

具体的な設問例
大問４二

解答類型 北海道 全国 差 正答

１ 条件①ａ、②を満たしているもの。 7.1 9.1 -2.0 ◎

２ 条件①ｂ、②を満たしているもの。 21.2 20.9 +0.3 ◎

３ 条件①ｃ、②を満たしているもの。 0.1 0.1 0 ◎

４
条件①を満たし、条件②を満たさないで解

答しているもの。
12.8 12.1 +0.7

５
条件②を満たし、条件①を満たさないで解

答しているもの。
15.1 16.4 -1.3

６ 無解答 20.9 19.1 +1.8

① 削除したり書き直したりしたい部分を一つ決めて、以下のような適切な修正をしている。
ａ 長い文を修正している。 ｂ 語句を修正している。 ｃ 語順を修正している。

② 修正した方がよいと考えた理由を、誤りなく具体的に書いている。

読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることに課題が見られます。

２ 教科に関する調査結果 (1) 国語 ②中学校国語

解答の分析

授業改善のポイント

解答類型４では、削除したり書き直したりしたい部分を見
付けて、適切な修正をすることはできているが、なぜその
部分を修正した方がよいと考えたのか、理由を適切に述べ
ることができていない生徒がいたと考えられる。

問題

す い こ う
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２ 教科に関する調査結果

小学校

正答数の層分布 正答数の層分布

中学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道

（公立）

全 国

（公立）

0～5問 6～9問 10～12問 13～16問

層 Ｄ層 Ｃ層 Ｂ層 Ａ層

正答数 0～5問 6～9問 10～12問 13～16問

北海道
（公立）

23.2 30.7 24.4 21.7

全 国
（公立）

20.1 29.1 25.6 25.3

成果と課題

【成果】 簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選ぶことに
成果が見られます。

（詳細はＰ12）

【課題】 示された情報から基準量と比較量、割合の関係を正しく
捉えることに課題が見られます。

（詳細はＰ13）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道

（公立）

全 国

（公立）

0～3問 4～6問 7～10問 11～15問

層 Ｄ層 Ｃ層 Ｂ層 Ａ層

正答数 0～3問 4～6問 7～10問 11～15問

北海道
（公立）

25.5 24.7 24.6 25.1

全 国
（公立）

23.7 23.3 26.1 26.9

成果と課題

【成果】 素数の意味を理解することに成果が見られます。
（詳細はＰ14）

【課題】 相対度数の意味を理解することや、不確定な事象の起こ
りやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用
いて説明することに課題が見られます。

（詳細はP14、Ｐ15）

(2) 算数・数学

算数・数学の調査結果について、正答数の層分布と設問別の分析に基づく成果と課題を示しています。正答数の層分布からは、小・中学校ともに
全国的なばらつきの傾向と大きな差は見られず、また、Ｄ層（正答数の少ない層）の割合は、全国の結果と比較して大きな差は見られていません。

設問別の分析に基づく成果と課題は、具体の問題を基に、「解答の分析」や「授業改善のポイント」を、P12～P15に示しています。

※各層は、児童生徒を正答数の大きい順に並べ、人数割合により約25％刻みで四つに分けています。 ※各層は、児童生徒を正答数の大きい順に並べ、人数割合により約25％刻みで四つに分けています。
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簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選ぶことに成果が見られます。結果のポイント

２ 教科に関する調査結果 (2) 算数・数学 ①小学校算数

表から、「春だいこん」や「秋冬だいこん」より「夏だいこん」の出荷量が多い都道府県を選ぶ。
具体的な設問例

大問１（３）

解答類型 北海道 全国 差 正答

１ 、 と解答しているもの 72.1 71.6 +0.5 ◎

２ と解答しているもの 4.1 4.4 -0.3

３ と解答しているもの 2.5 2.7 -0.2

４ 、 と解答しているもの 1.6 1.4 +0.2

５
と解答しているもの
と解答しているもの

2.0 2.3 -0.3

６

、 、 、
、 、
、 、
、 、
、 、
、
、
、
、

と解答しているもの
と解答しているもの
と解答しているもの
と解答しているもの
と解答しているもの
と解答しているもの
と解答しているもの
と解答しているもの
と解答しているもの

12.1 11.7 +0.4

解答の分析 解答類型６の解答をした児童
は、だいこんの出荷量につい
て、「春だいこん」や「秋冬だ
いこん」より「夏だいこん」が
多い二つの都道府県の両方、
又はどちらか一方を選ぶこと
はできているが、「春だいこ
ん」や「秋冬だいこん」より「夏
だいこん」が少ない都道府県
を選んでいる。

クロス分析 ［児童質問調査×大問１(3)の解答状況］

「算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていますか」の各選択肢を選んだ児童の本設問
における解答状況

当てはまる

どちらかといえば、
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはまらない

算数の授業で学習したこ
とを、普段の生活の中で
活用できていると回答した
グループの方が、正答率
が高い傾向が見られる。

○ 目的に応じて、簡単な
二次元の表から、表のど
の部分に着目するのか
を考えて、導いた結論の
根拠となる数値を読み取
ることができるよう指導
することが大切です。

授業改善のポイント

問題

74.1

68.2

62.9

56.3

23.5

27.8

31.2

34.8

2.4

4.0

5.9

8.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

正答 誤答 無回答

あ い う え

あ い う

あ い え

あ う え

い う え

あ い

あ う

い え

う え

え

あ

あ え

い

い

う

う

（％）
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２ 教科に関する調査結果 (2) 算数・数学 ①小学校算数

示された情報から基準量と比較量、割合の関係を正しく捉えることに課題が見られます。結果のポイント

10％増量したつめかえ用のハンドソープの内容量が、増量前の何倍かを選択する。
具体的な設問例

大問４（４）

解答の分析

解答類型 北海道 全国 差 正答

１ 0.1 33.8 37.5 -3.7

２ 1.1 40.0 40.9 -0.9 ◎

３ 10 18.6 14.7 +3.9

４ 110 2.7 2.2 +0.5

クロス分析 ［児童質問調査×算数の平均正答率］

「算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活
動をよく行っていますか」の各選択肢を選んだ児童の算数
の平均正答率

算数の授業で、どのように考えたのかについて説明す
る活動をよく行っていると回答したグループの方が、平
均正答率が高い傾向が見られる。

授業改善のポイント

○ 基準量と比較量、割合の関係を正しく
捉えるために、言葉や図、式を関連付け
ながら数量の関係を考察できるようにす
ることが大切です。

○ 基準量や比較量の意味や計算の仕方
を数学的な表現を用いて説明できるよう
に指導することが大切です。

「令和７年度全国学力・学習状況調
査報告書」【小学校算数】
（国立教育政策研究所）
大問４ 授業アイディア例

日常生活の事象において、示された情報から基準量を求める
場面と捉え、比較量と割合から基準量を求めることができるか
どうかをみる。

関連する過去の問題 平成27年度Ｂ２(2)

正答率
北海道（公立） 8.9%
全 国（公立）13.1%

関連する過去の問題においても、基準量と比較量、割
合の関係を正しく捉えることに課題が見られる。

問題

65.7 55.4 48.3 41.5 

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

解答類型３では、「10％増量」について、「増量
後の量」は「増量前の量」の10倍と捉えている
児童がいたと考えられる。
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素数の意味を理解することに成果が見られる一方、相対度数の意味を理解することに課題が見られます。結果のポイント

２ 教科に関する調査結果 (2) 算数・数学 ②中学校数学

１から９までの数の中から素数を全
て選ぶ。

具体的な設問例
大問１

解答類型 北海道 全国 差 正答

１ ２、３、５、７ 40.5 31.8 +8.7 ◎

２ ３、５、７ 2.1 2.7 -0.6

３ ２、３、５、７、９ 2.8 2.7 +0.1

４ １、２、３、５、７ 15.9 19.4 -3.5

５ １、３、５、７ 8.4 10.1 -1.7

６ １、３、５、７、９ 7.8 8.7 -0.9

７
上記以外で、１を含ん
で解答しているもの

10.9 12.1 -1.2

ある学級の生徒40人のハンドボール投げの記
録をまとめた度数分布表から、20m以上25m未
満の階級の相対度数を求める。

具体的な設問例
大問５

解答の分析

解答類型４～６に
ついて、１が素数
に含まれていると
捉えている生徒
は約43％いる。

授業改善のポイント

○ 整数の性質について考察する場面において、整数を様々
な視点で分類し、１より大きい自然数のうち、１とその数自身以
外には約数をもたない数の集合が素数であることを理解できる
ように指導することが大切です。

解答類型 北海道 全国 差 正答

１ 0.25 36.2 42.5 -6.3 ◎

２ 10 19.7 15.8 +3.9

３ ４ 6.1 6.0 +0.1

４ 0.75 0.6 0.7 -0.1

５ 30 7.9 6.9 +1.0

６ ５ 1.8 1.7 +0.1

７ 40 0.1 0.1 0.0

８ 22.5 .0.7 0.8 -0.1

９ 上記以外 15.9 16.1 -0.2

授業改善のポイント

○ 大きさの異なる二つ以上の集団のデータを比較する場面を設定し、目
的に応じてデータの分布の傾向を的確に捉え、説明できるように指導する
ことが必要です。

問題 問題

解答の分析
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２ 教科に関する調査結果 (2) 算数・数学 ②中学校数学

不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題が見
られます。

結果のポイント

具体的な設問例
大問７（２）

（正答の条件）
ウを選択し、事象の起こりやすさを判断するために、

次の(a)、(b)について記述しているもの。
(a) Ａの勝つ確率が３／８であること。
(b) Ｂの勝つ確率が３／８であること。

解答類型 ※ウを選択 北海道 全国 差 正答

(a)、(b)について記述しているもの 49.0 52.7 -3.7 ◎

(a)、(b)のいずれかについて記述して
いるもの。又は、確率が３／８であるこ
とについてのみを記述しているもの

1.0 1.0 0.0

(a)、(b)について場合の数を用いて記
述しているもの

3.0 3.3 -0.3 ○

確率又は場合の数の数値に誤りがあ
るもの

7.6 7.2 +0.4

上記以外の解答 7.3 7.3 0.0

授業改善のポイント

○ 直観的な予想が外れやすい不確定な事象
を取り上げ、起こりやすさについて確率を求
めて判断する活動を取り入れることが大切で
す。

○ 確率を用いることの必要性を理解するとと
もに、判断の理由を確率を用いて説明できる
ようにすることが大切です。

解答の分析

Aの手元のカードが「グー」、「チョキ」、「パー」、「パー」の４枚、Bの手元のカードが「グー」、「チョキ」の２枚の
とき、AとBの勝ちやすさについての正しい記述を選び、その理由を確率を用いて説明する。

ウを選択した生徒
北海道（公立）73.1%
全 国（公立）76.2%

クロス分析 ［生徒質問調査×数学の平均正答率］

「数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する
活動をよく行っていますか」の各選択肢を選んだ生徒の
数学の平均正答率（％）

58.9 50.0 41.7 32.3 

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

数学の授業で、どのように考えたのかについて説
明する活動をよく行っていると回答したグループ
の方が、平均正答率が高い傾向が見られる。

「令和７年度全国学力・学習状況調
査報告書」【中学校数学】
（国立教育政策研究所）
大問７ 授業アイディア例

問題
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２ 教科に関する調査結果

小学校

理科の調査結果について、正答数の層分布、IRTバンドの層分布と設問別の分析に基づく成果と課題を示しています。正答数の層分布・IRTバンド
の層分布からは、小・中学校ともに全国的なばらつきの傾向と大きな差は見られず、また、Ｄ層（正答数の少ない層）・バンド１の割合は、全国の結果
と比較して大きな差は見られていません。

設問別の分析に基づく成果と課題は、具体の問題を基に、「解答の分析」や「授業改善のポイント」を、P17～P20に示しています。

正答数の層分布 IRTバンドの層分布

中学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道

（公立）

全 国

（公立）

0～6問 7～9問 10～12問 13～17問

層 Ｄ層 Ｃ層 Ｂ層 Ａ層

正答数 0～6問 7～9問 10～12問 13～17問

北海道
（公立）

22.7 21.8 29.7 25.7

全 国
（公立）

21.6 21.3 30.0 27.1

成果と課題

【成果】 水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす
際、解決するための観察、実験の方法が適切であったか
を検討し、表現することに成果が見られます。

（詳細はＰ17）

【課題】 乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識を
身に付けることに課題が見られます。

（詳細はＰ18）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道

（公立）

全 国

（公立）

～317 318～442 443～567 568～691 692～

ＩＲＴバンド １ ２ ３ ４ ５

ＩＲＴバンドスコア ～317 318～442 443～567 568～691 692～

北海道
（公立）

3.9 27.6 42.1 19.9 6.6

全 国
（公立）

4.2 27.3 42.0 20.3 6.2

成果と課題

【成果】 身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決
するための課題を設定することに成果が見られます。

（詳細はＰ19）

【課題】 生命を維持する働きに関する知識を概念として身に付け
ることに課題が見られます。

（詳細はＰ20）

(3) 理科

※各層は、児童生徒を正答数の大きい順に並べ、人数割合により約25％刻みで四つに分けています。
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結果のポイント

２ 教科に関する調査結果 (3) 理科 ①小学校理科

水の温まり方について、問題に対するまとめをいうために、調べる必要があることについて書く。
具体的な設問例

大問４（1）

解答類型 北海道 全国 差 正答

水の温められた部分の温度に
関する内容で解答しているもの。

52.7 50.6 +2.1 ◎

ビーカーの中の味噌の動きに
関する内容で解答しているもの。

14.3 16.4 -2.1

水や味噌の量に関する内容で
解答しているもの。

4.1 3.7 +0.4

上記以外の解答 22.6 23.2 -0.6

水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観察、実験の方法が適切で
あったかを検討し、表現することに成果が見られます。

○ 科学的に問題を解決するためには、計画した実験方法が予想したことを確かめられるもの
になっているかを検討して、改善することが大切です。

○ 「解決の方法を発想する場面」や「実験を行い、その結果や方法を振り返る場面」、「問題に
対するまとめを導きだす場面」などの問題解決の様々な場面で、計画した実験が予想を確か
められるのかについて検討したり、改善したりする学習活動が考えられます。

理科の授業で、観察や実験の進め方や
考え方が間違っていないかを振り返って
考えていると回答したグループの方が、
平均正答率が高い傾向が見られる。

解答の分析 クロス分析
［児童質問調査×理科の平均正答率］

「理科の授業で、観察や実験の進め方や
考え方が間違っていないかを振り返って
考えていますか」の各選択肢を選んだ児
童の理科の平均正答率

授業改善のポイント

問題

60.2 56.4 52.4 47.0

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

(％)
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結果のポイント

２ 教科に関する調査結果 (3) 理科 ①小学校理科

乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを選ぶ。
具体的な設問例

大問２（４）

解答類型 北海道 全国 差 正答

１
１と解答し
ているもの

52.0 55.1 -3.1 ◎

２
２と解答し
ているもの

27.3 25.6 +1.7

３
３と解答し
ているもの

9.3 9.0 +0.3

４
４と解答し
ているもの

10.6 9.4 +1.2

乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識を身に付けることに課題が見られます。

解答類型４の解答をした児童は、並列つなぎの正し
いつなぎ方は理解しているが、直列つなぎと並列つ
なぎの特徴と図を関係付けて捉えることに課題があ
ると考えられる。

○ ものづくりでできた装置を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したり
するなどして、学習を通して得た知識の理解を深めることが大切です。

○ ものづくりでできた装置を図で表現したり、設定した目的を達成できているかを振り返
り、修正したりする学習活動が考えられます。

理科の授業で、観察や実験の結果か
ら、どのようなことが分かったのか考え
ていると回答したグループの方が、平
均正答率が高い傾向が見られる。

解答の分析 クロス分析
［児童質問調査×理科の平均正答率］

「理科の授業で、観察や実験の結果から、
どのようなことが分かったのか考えてい
ますか 」の各選択肢を選んだ児童の理
科の平均正答率

授業改善のポイント

問題

61.1
53.4

44.8 38.5

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない
(％)
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身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための課題を設定することに成果が見られます。結果のポイント

「理科の実験では、なぜ水道水ではなく精製水を使うのかな？」という疑問を解決するための課題を記述する。
具体的な設問例

大問１（２）

解答の分析

（正答の条件）
次の(a)と(b)を満たしているもの
(a) 【Ａさんの疑問】を解決しようとする内容になっているか。
(b) 水道水と精製水の両方の性質に着目している。

解答類型 北海道 全国 差 正答

(a)と(b)を満たしているもの
例 水道水と精製水の違いを調べよう。

37.9 32.9 +5.0 ◎

(a)を満たし、(b)のうち精製水の性質のみに着目し
ているもの

例 精製水が蒸留でつくられる理由を考えよう。
9.8 8.9 +0.9 ○

(a)を満たし、(b)のうち水道水の性質のみに着目し
ているもの

例 水道水の特徴をみつけよう。
4.3 4.4 -0.1 ○

(b)を満たしているが、(a)を満たしていないもの
例 水道水と精製水の成分。

12.4 16.4 -4.0

水道水、精製水の両方、またはいずれかに着目し
ているが、(a)を満たしていないもの

例 精製水について。
5.6 7.5 -1.9

【Ａさんの疑問】を繰り返し記述しているもの
例 なぜ水道水ではなく精製水を使うのかな？

16.8 13.6 +3.2

問題に対して、既習の内容や生活経験を基に、予想や仮説を発想すること
ができるような指導をよく行ったと回答した学校の割合が全国よりも高い。

学校質問調査の状況

２ 教科に関する調査結果 (3) 理科 ②中学校理科

44.2 

37.0 

50.6 

56.9 

5.2 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道（公立）

全国（公立）

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった

「理科の授業において、前年度までに、問題に対して、既習の内容や生活経験
を基に、予想や仮説を発想することができるような指導を行いましたか」

○ 生徒が疑問や問題から自分の言葉で課題を表現し、見通しをもって
探究できるようにするために、「課題の把握」の段階で生徒が疑問や問
題を見いだしやすい自然の事物・現象を提示することが大切です。

授業改善のポイント

問題
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生命を維持する働きに関する知識を概念として身に付けることに課題が見られます。結果のポイント

生物１から生物４までの動画を見て、呼吸を行う生物をすべて選択する。
具体的な設問例

大問１（４）

２ 教科に関する調査結果 (3) 理科

クリックして動画を再生

解答の分析 解答類型 北海道 全国 差 正答

１

生物１、生物２、生物３、
生物１・生物２、
生物１・生物３、生物２・生物３、
生物１・生物２・生物３

58.7 58.9 -0.2

２ 生物４ 0.5 0.6 -0.1

３ 生物２・生物４ 2.2 2.2 0.0

４ 生物１・生物２・生物３・生物４ 29.5 29.7 -0.2 ◎

＜分析①＞
IRTバンド1、2、3に属する生徒の６割以上

が解答類型１と解答しており、動かない生物
は呼吸を行わないと誤って捉えていると考え
られる。
＜分析②＞

IRTバンド４に属する生徒の約５割が、解答
類型１と解答している。

0

20

40

60

80

100

1 2 3 4 5

類型１ 類型２

類型３ 類型４

生
徒
の
割
合

(

％)

G-P分析図

分析①

分析②

授業改善のポイント

○ 生物の共通点や相違点を挙げ、生命を維持する働きに関する知識を基に、そ
れらの特徴からいろいろな生物について考察する学習場面を設定することが大
切です。

問題

※「G-P分析図」とは、調査を実施した生徒の
学力のレベルを分類して（横軸）、それぞれ
の集団がどの解答パターンに分類されるの
か（縦軸）をグラフに表したもの。

②中学校理科
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 ２　教科に関する調査結果

※中学校理科の結果については、今年度からIRTスコアで表示され、小学校第６学年であったときとの比較ができないため、掲載なし

【国語】

◆

【算数・数学】

◆

【国語】

◆

【算数・数学】

　今年度の調査対象となった中学校第３学年の調査結果と、令和４年度に小学校第６学年であったときの調査結果を比較しています。

「選択式」で中学校第３学年時に全
国を上回り、本道と全国の差は、「短
答式」「記述式」で縮小している。

「選択式」で中学校第３学年時に全
国を上回り、本道と全国の差は、「記
述式」で縮小し、「短答式」で拡大し
ている。

本道と全国の差は、「国語」「算数・
数学」ともに縮小している。

「知識・技能」で中学校第３学年時に
全国を上回り、本道と全国の差は、
「思考・判断・表現」で縮小している。

本道と全国の差は、「知識・技能」で
縮小し、「思考・判断・表現」で拡大し
ている。

教科全体

評価の観点

問題形式

◆

◆

-1.2

0.1

-0.1 -0.7

-2.5
-1.0

-4.0
-2.0
0.0
2.0

R4【小６】 R7【中３】

国語

選択式 短答式 記述式

-1.2

2.1

-2.3
-2.1

-3.2
-2.9-4.0

-2.0
0.0
2.0

R4【小６】 R7【中３】

算数・数学

選択式 短答式 記述式

-0.6

0.7

-1.6
-0.5

-4.0

-2.0

0.0

2.0

R4【小６】 R7【中３】

国語

知識・技能 思考・判断・表現

-1.9
-0.8

-2.4 -2.7
-4.0

-2.0

0.0

2.0

R4【小６】 R7【中３】

算数・数学

知識・技能 思考・判断・表現

-1.2 -0.3

-4.0

-2.0

0.0

2.0

R4【小６】 R7【中３】

国語

国語

-2.1 -1.6

-4.0

-2.0

0.0

2.0

R4【小６】 R7【中３】

算数・数学

算数・数学

(4) 今年度調査対象となった中学校第３学年の小学校第６学年時との比較
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２ 教科に関する調査結果 (5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策

北海道高等学校「学習状況等調査」は、小中高の連続性を意識した授業改善等に向けた取組を推進すること

を目的に、質問項目を、全国学力・学習状況調査の児童生徒質問と同一の内容にしています。そのため、小・中

学校、高等学校間で質問項目に対する回答状況を比較することが可能です。

公立高等学校入学者選抜学力検査問題は、全国学力・学習状況調査の結果等を参考に、義務教育段階での

課題を反映したものとなるよう出題内容を工夫しています。詳細は、P23～P32に示しています。

授業改善

ICT機器の活用 学習習慣

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた。

21.7 

23.8 

28.8 

52.4 

53.7 

51.6 

19.8 

19.3 

17.1 

6.1

2.6

2.4
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２ 教科に関する調査結果

① 国 語

自分の意見や考えが、何に基づいているかを明確に表現することに課題が見られます。

傾向や課題を踏ま
えた特徴的な問題

［問題の内容］
示された課題について、自分の考えを支える根拠として示す

事例等を検討し、考えが分かりやすく伝わるように、文の長さ
や、文の役割、語順などが適切であるかなどを工夫して表現す
る力をみる問題である。
［解答までのプロセス］

① 資料（Ｃ）をもとに、節水のために取り組むことと、それを
支える根拠を決める。

② 自分の考えが明確に伝わるよう、根拠を適切に示しなが
ら記述する。

③ 文の長さや、文の役割、語順などが適切であるかなどを
工夫し、考えが分かりやすく伝わるようにする。

［関連する学習指導要領の領域と内容］
第３学年〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｂ 書くこと （1）ウ

表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど、
自分の考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫する
こと。

義務教育段階の
傾向や課題

出題のねらい

解答の状況と分析

この問題の正答率は19.9％、中間点取得率は41.0％であった。
受検者にとっては、普段の生活のなかで節水のために取り組
もうと思うことに係る自分の考えと、資料から見つけた自分の
考えの根拠となる事実や事柄を結び付けて、適切に表現する
ことが難しかったと考えられる。

令和７年度北海道公立高等学校入学者選抜学力検査問題 大問四 問四 正答率(19.9％)
中間点(41.0％)

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策
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＜授業実践例＞ B 書くこと 【中学校 第３学年】
自分が伝えたいことについて、根拠を明確にして書く。

言語活動例

指導事項 ア 具体と抽象などの情報と情報との関係について理解を深めること。
〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方に関する事項

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど、自分の考
えがわかりやすく伝わる文章になるように工夫すること。

〔思考力、判断力、表現力等〕「B書くこと」考えの形成、記述

ア 関心のある事柄について批評するなど、自分の考えを書く活動。

○ この単元では、
・テーマを設定して情報を集め、自分の考えをもつ活動 （学習活
動④）

・伝える内容や構成の検討（学習活動⑥）
・交流（学習活動⑦、⑨）
・交流を通して根拠の適切さや表現の工夫を考えて自分の考え

を書く活動（学習活動⑧、⑩）
を設定しました。

○ このように、言語活動を通して、根拠の適切さを考えたり、どの
ような説明や具体例を書き加えると根拠が明確になるか考えた
りできるような学習活動の一層の充実が求められます。

○ 高等学校では、「現代の国語」において、
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明
の仕方を考えること

・文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫すること
が求められます。

○ こうしたことを踏まえ、例えば、
論理的な文章や実用的な文章を読み、本文や資料を引用しな
がら、自分の意見や考えを論述する活動などを取り入れ、自分
の考えを表現する学習活動の一層の充実を図ることが大切で
す。

２ 教科に関する調査結果

授業づくりのポイント

高等学校における指導の在り方

今後の授業の在り方

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策
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２ 教科に関する調査結果

② 数 学

［問題の内容］
長方形を折ったときにできる図形から、発展的に考えて、ユウコさんたち

の予想が成り立つことを数学的な表現を用いて論理的に説明すること
ができるかどうかをみる問題である。
［解答までのプロセス］

１つの直線の片側にできる角が180°である性質と、三角形の内角の和
が180°である性質から、「対応する２組の角がそれぞれ等しい」こと
を基にして、△ＡＧＨと△ＤＩＧが相似であることを証明する。
［関連する学習指導要領の領域と内容］

第３学年 Ｂ 図形
(1) 図形の相似について、数学的活動を通して、次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理
的に確かめること。

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明することや、事
象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題が見られます。

傾向や課題を踏ま
えた特徴的な問題

義務教育段階の
傾向や課題

令和７年度北海道公立高等学校入学者選抜学力検査問題 大問４ 問２

出題のねらい

解答の状況と分析

この問題の正答率は17.5％、中間点取得率は42.8％であった。 三角形
の相似条件を証明の根拠として位置付け、相似であることを示すには何
がいえればよいかを考え、説明することが難しかったと考えられる。

正答率(17.5％)
中間点(42.8％)

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策
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２ 教科に関する調査結果

＜授業実践例＞ B 図形 【中学校 第３学年】
「重ねる点の位置を変えても、いつでも成り立つ関係はあるか。」
～解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察する～

数学的活動

指導事項 イ(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に
確かめること。 〔思考力、判断力、表現力等〕

イ(ｳ) 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。
〔思考力、判断力、表現力等〕

イ 数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解決したり、解決の過程
や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする活動

ウ 数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動

○ この単元では、
・条件を変えても、いつでも成り立つ関係があることについ

て考察し、解決の過程を振り返って、それらを統合的に捉
える活動

を設定しました。
○ 指導に当たっては、ICTを効果的に活用することにより、生

徒が、視覚的に図形の性質を把握し、数学に関わる概念や
原理・法則などを実感を伴って理解できるようにすることが大
切です。

○ 高等学校では、
・図形の構成要素間の関係などに着目し、新たな図形の性質
を見いだし、論理的に考察したり説明したりできるようにする
こと

・図形の性質や作図について統合的・発展的に考察できるよう
にする力を養うこと

が求められます。
○ 指導に当たっては、

・問題解決における一連の思考過程を振り返り、条件を変更
するなどして発展的に考察させること

・得られた結果を基に、図形の性質について統合的に捉えさ
せること

・統合的・発展的に考察する際には、見いだした図形の性質に
ついて、集合の考えを用いて捉えさせたり、命題として表現さ
せること

が大切です。

授業づくりのポイント

高等学校における指導の在り方

今後の授業の在り方

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策
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２ 教科に関する調査結果

③ 社 会

正答率(7.6％)
中間点(40.8％)

この問題の正答率は7.6％、中間点取得率は40.8％であった。
資料の情報を基に、長崎貿易や株仲間の奨励と、その背景にあった幕府の

財政立て直しを関連付けて表現することが難しかったと考えられる。

文章や図表等に表れている見方や考え方を捉えることや、自分の意見や考えが何に基づいているかを
明確に表現することに課題が見られます。

傾向や課題を踏ま
えた特徴的な問題

義務教育段階の
傾向や課題

令和７年度北海道公立高等学校入学者選抜学力検査問題 大問２ 問３ 正答率(7.6％)
中間点(40.8％)

［ 問題の内容 ］
資料４、５に示された株仲間と長崎貿易に関する情報と、グラフから読み取る

ことのできる情報をまとめる技能と思考・判断したことを説明する力をみる問題
である。
［ 解答までのプロセス ］

田沼意次が失脚した後に寛政の改革が始まるという既習知識を基に、グラフ
から、寛政の改革前に幕府の収入の基盤となる年貢収納高が減少していると
いう歴史的な背景を読み取る。資料４から、株仲間は特権を得る代わりに幕府
に税を納めていることを読み取り、田沼意次の政策の一つとして株仲間を積極
的に公認していたという既習知識と結び付ける。資料５から、田沼意次が長崎
貿易における輸出の拡大を図っていることを読み取り、グラフから読み取れる
情報と結び付けて、幕府の収入を増やすことを目的にこれらの政策が行われ
たことについて解答する。
［ 関連する学習指導要領の領域と内容 ］

Ｂ 近世までの日本とアジア
(3) 近世の日本 ア (ｴ) 幕府の政治の展開

社会の変動や欧米諸国の接近、幕府の政治改革、新しい学問・思想の動
きなどを基に、幕府の政治が次第に行き詰まりをみせたことを理解すること。

出題のねらい

解答の状況と分析

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策
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２ 教科に関する調査結果

＜授業実践例＞ 歴史的分野 【中学校 第３学年】
「近世の日本」

～近世社会の基礎はどのように築かれ、どのように変容し、
近代へとつながっていったのだろうか～

言語活動例

指導事項 ３ア(ｴ) 幕府の政治の展開
社会の変動や欧米諸国の接近、幕府の政治改革、新しい学問・思

想の動きを基に、幕府政治が次第に行き詰まりをみせたことを理解す
ること。 〔知識及び技能〕

・諸資料から様々な情報を効果的に調べ、まとめたことを説明したり、それ
らを基に議論したりする活動

○ この単元では、
・近世の日本を大観して、政治の展開、産業の発達、社会の様
子、文化の特色など他の時代との共通点や相違点に着目する
こと

・多面的・多角的に考察すること
・時代の特色を表現すること

ができるように配慮した活動を設定しました。
○ 指導に当たっては、ワークシート等を効果的に活用するなど、

獲得した知識を活用して、時代の特色を文章や図などでまとめる
ことができるようにすることが大切です。

○ 高等学校では、地理歴史科において、
・社会との関わりを意識して課題を追究する活動を充実し、知識や
思考力等を基盤として社会の在り方や人間としての生き方につ
いて選択・判断する力

・自国の動向とグローバルな動向を横断的・相互的に捉えて現代
的な諸課題を歴史的に考察する力

・持続可能な社会づくりの観点から地球規模の諸課題や地域課題
を解決しようとする態度などを育むこと

が求められます。
○ 指導に当たっては、特に必履修科目である「歴史総合」の学習に

おいては、主体的・対話的で深い学びを実現するために、
・課題を設定すること
・その課題の追究のための枠組みとなる多様な視点に着目するこ
と

・課題を追究する学習を設計すること
が大切です。

今後の授業の在り方

授業づくりのポイント

高等学校における指導の在り方

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策

28



２ 教科に関する調査結果

④ 理 科

この問題の正答率は 12.7％、中間点取得率は 5.5％であった。 必要な操作
を判断することはできたが、予想される結果を適切に解答することが難し
かったと考えられる。

観察、実験の結果を分析して解釈し、 課題に正対した考察を行うことや、結果に影響を与える観察、実
験の操作や条件の制御などを検討することに課題が見られます。

傾向や課題を踏ま
えた特徴的な問題

義務教育段階の
傾向や課題

令和７年度北海道公立高等学校入学者選抜学力検査問題 大問３ 問１ 正答率(12.7％)
中間点(5.5％)

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策

出題のねらい

解答の状況と分析

［問題の内容］
金属の種類によってイオンへのなりやすさが異なることと、金属片と金属の

イオンを含む水溶液との反応の結果についての知識を活用し、仮説を確かめ
るための観察・実験の計画を立案する力をみる問題である。
［解答までのプロセス］

① 【実験１】から、金属Ｘ、銅、亜鉛のイオンへのなりやすさが、なりやすい方
から順に、亜鉛＞銅＞金属Ｘであることを確認する。

② 【実験１】を参考に、金属Ｙと銅のイオンへのなりやすさの違いと、金属Ｙと
亜鉛のイオンへのなりやすさの違いを確かめるために必要な操作を考える。

③ 【実験１】を参考に、②の操作で予想される結果を考える。
［関連する学習指導要領の領域と内容］

第３学年 第１分野
(6) 化学変化とイオン

化学変化についての観察、実験などを通して、次の事項を身に付けるこ
とができるよう指導する。
イ 化学変化について、見通しをもって観察、実験などを行い、イオンと関
連付けてその結果を分析して解釈し、化学変化における規則性や関係
性を見いだして表現すること。また、探究の過程を振り返ること。
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２ 教科に関する調査結果

＜授業実践例＞ (ｲ) 化学変化と電池【中学校 第３学年】
「金属のイオンへのなりやすさについて深く理解しよう」

～実験結果の分析から、規則性、関係性を見いだす～

探究的な活動

指導事項 ⑹イ 化学変化について、見通しをもって観察、実験などを行い、イオンと
関連付けてその結果を分析して解釈し、化学変化における規則性や関
係性を見いだして表現すること。また、探究の過程を振り返ること。

〔思考力・判断力・表現力等〕

・理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験の結果を分析、
解釈するなどの科学的に探究する学習活動

○ この単元では、
・金属によってイオンへのなりやすさが異なることについて、イ
オンへのなりやすさを推定する実験

・化学変化をイオンのモデルと関連付けながら理解する活動
・イオンと関連付けてその結果を分析して解釈し、化学変化に

おける規則性や関係性を見いだして表現する活動
を設定しました。

○ このように、学習者が観察、実験の結果を分析し解釈する学
習活動や科学的な概念を使用して考えたり、説明したりする学
習活動の一層の充実が求められます。

○ 高等学校では、酸化と還元について、
・問題を見いだし観察、実験などを計画する学習活動
・観察、実験などの結果を分析し解釈する学習活動
・科学的な概念を使用して考えたり説明したりする学習活動
の一層の充実が求められます。

○ 指導に当たっては、
・観察、実験を計画する場面で、考えを発表する機会を与えたり、

検証方法を討論したりしながら考えを深め合うなどの学習活動
・レポートの作成、発表、討論など知識及び技能を活用する学

習活動
を工夫し充実を図ることが大切です。

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策

授業づくりのポイント

高等学校における指導の在り方

今後の授業の在り方
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２ 教科に関する調査結果

⑤ 英 語

正答率(11.4％)
中間点(12.3％)

この問題の正答率は11.4％、中間点取得率は12.3％であった。
英語を聞いて得られた情報を正確に理解したり、適切に自分の考えを書い

たりすることが難しかったと考えられる。

（放送台本）

(5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策

文章の概要や要点を捉えることや、 基本的な語や文法事項等を活用することに課題が見られます。

傾向や課題を踏ま
えた特徴的な問題

義務教育段階の
傾向や課題

令和７年度北海道公立高等学校入学者選抜学力検査問題 大問１ 問４(3)

出題のねらい

解答の状況と分析

［ 問題の内容 ］
英文を聞き、内容を的確に理解した上で自分の考えを整理し、コミュニケー

ションを行う目的や場面、状況等に応じて適切に表現する力をみる、「聞くこ
と」と「書くこと」を統合させた問題である。
［ 解答までのプロセス ］

① ディベートをする場面において、相手側の意見を聞き、相手側の意見と
その２つの理由を的確に理解する。

② 相手側が示した２つの理由のいずれかについて、英語で質問を１つ書く。
［ 関連する学習指導要領の領域と内容 ］

２ 内容 〔思考力、判断力、表現力等〕(2) イ
日常的な話題や社会的な話題について、英語を聞いたり読んだりして得

られた情報や表現を、選択したり抽出したりするなどして活用し、話したり
書いたりして事実や自分の考え、気持ちなどを表現すること。
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＜授業実践例＞ 聞くこと、書くこと 【中学校 第３学年】
「私たちの町を訪れるベストシーズンを外国の人に伝えよう」

～ALTの発表を聞き、考えや質問を伝えることで、よりよい紹介にしよう～

言語活動例

指導事項 (2) イ 日常的な話題や社会的な話題について、英語を聞いたり読んだりし
て得られた情報や表現を、選択したり抽出したりするなどして活用し、
話したり書いたりして事実や自分の考え、気持ちなどを表現すること。
〔思考力、判断力、表現力等〕

・話すこと[やり取り](ｲ) 日常的な話題について、伝えようとする内容を整理
し、自分で作成したメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え合う活動。

○ この単元では、
・相手の発表を聞いて、その要点や自分の考えを伝えたり、
質問したりする活動

を設定しました。
○ このような言語活動を通して、英語を聞いたり読んだりし

て情報を的確に理解し、その内容を踏まえて自分の考えを
整理して伝える力を身に付けさせるような学習活動の一層
の充実が求められます。

○ 高等学校では、
・統合的な言語活動の中で、聞いたり読んだりして得られた情
報や表現を整理・吟味し、話したり書いたりするために活用
すること

が求められます。
○ 指導に当たっては、

・小学校及び中学校で学習した内容を十分に活用させること
で、確実に定着させるよう配慮すること

が大切です。

２ 教科に関する調査結果 (5) 高等学校の調査結果等を活用した授業改善の方策

今後の授業の在り方

授業づくりのポイント

高等学校における指導の在り方
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